
交付運用報告書

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求により交付されます。書面での交付をご請求される方は、販売会社までお問い合わせください。
○�当ファンドは、信託約款において運用報告書（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を定めております。運用報告書（全
体版）は、アライアンス・バーンスタイン株式会社のホームページにて閲覧・ダウンロードいただけます。

＜「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法＞
上記ホームページアドレスにアクセス ➡ 「国内投資信託　基準価額一覧」を選択 ➡ 「基準価額一覧」を選択 ➡ 表内の当ファンド名を選択 ➡ 

「運用報告書（全体版）」のリンクを選択

アライアンス・バーンスタイン株式会社
〒100-0011　東京都千代田区内幸町二丁目1番6号 日比谷パークフロント
お問合せ先　お客様窓口
電 話 番 号　03-5962-9687

（受付時間：営業日の午前9時から午後5時まで）
ホームページアドレス https://www.alliancebernstein.co.jp

アライアンス・バーンスタイン 
LINE公式アカウント
ファンドやマーケットに関する記事・レポートなど、
投資に役立つ情報を発信します。
・�事前に、弊社の「ソーシャルメディア利用規約」に�

ご同意いただいた上で、ご利用ください。

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げます。
さて、このたび「アライアンス・バーンスタイン・

世界高成長株投信（年2回決算型）」は第3期決算、「ア
ライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（隔
月決算・予想分配金提示型）」は第8期決算を行いま
した。

両ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、
主として世界各国(日本および新興国を含みます。)の
株式を投資対象とし、トップダウンによるテーマ分析
とボトムアップによるファンダメンタル分析の融合に
より、イノベーションが創出する成長機会を発掘し、
加速度的な利益成長が期待される高成長企業への分散
投資を行います。当作成対象期間もこれに沿った運用
を行ってまいりました。ここに両ファンドの運用状況
をご報告申し上げます。

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

隔月決算・予想分配金提示型
	第6期（決算日2025年11月20日）		 第7期（決算日2026年1月20日）		 第8期（決算日2026年3月23日）
作成対象期間（2025年9月23日～2026年3月23日）

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（年2回決算型）
アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（隔月決算・予想分配金提示型）
追加型投信／内外／株式
年2回決算型		  第3期（決算日2026年3月23日）

<年2回決算型>
第3期末（2026年3月23日）

基準価額 14,442円
純資産総額 2,645百万円

第3期
騰落率 14.9％

分配金（税込み）合計 25円

<隔月決算・予想分配金提示型>
第8期末（2026年3月23日）

基準価額 12,809円
純資産総額 2,541百万円

第6期～第8期
騰落率 14.8％

分配金（税込み）合計 900円
（注）�騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算

したもので、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切り捨てて表示しております。
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アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（年2回決算型）
運用経過

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（年2回決算型）(以下「当ファンド」というこ
とがあります。)の運用状況をご報告いたします。

期中の基準価額等の推移 � （2025年9月23日～2026年3月23日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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期 首：12,595円
期 末：14,442円（既払分配金（税込み）：25円）
騰落率： 14.9％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）分配金再投資基準価額は、期首（2025年9月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

○基準価額等の推移
基準価額(分配金(税込み)再投資)は、前期末比で上昇しました。

○基準価額の主な変動要因

上昇要因
・情報技術関連や資本財・サービス関連の保有銘柄の価格上昇
・円安米ドル高となったこと

下落要因
・一般消費財・サービス関連の保有銘柄の価格下落
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１万口当たりの費用明細 � （2025年9月23日～2026年3月23日）

項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 118 0.838 （a）�信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 58） （0.411） 委託した資金の運用、基準価額の発表等の対価

（ 販 売 会 社 ） （ 58） （0.411） 購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の提供等、口座内でのファ
ンドの管理および事務手続き等の対価

（ 受 託 会 社 ） （  2） （0.015）    運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5 0.034 （b）�売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

（ 株 　 式 ） （  5） （0.033） 売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払う手数料

（ 投 資 信 託 証 券 ） （  0） （0.001）

（c） 有 価 証 券 取 引 税 4 0.030 （c）�有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数

（ 株 　 式 ） （  4） （0.030） 有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（d） そ の 他 費 用 11 0.076 （d）�その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ 保 管 費 用 ） （  4） （0.029） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資
金の送金・資産の移転等に要する費用

（ そ の 他 ） （  6） （0.047） その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財産に関
する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事務に係る費用、
計理業務関係費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・提供等およ
び届出に係る費用等

合 計 138 0.978

期中の平均基準価額は、14,073円です。
（注）期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。
（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含み

ます。
（注）各比率は、1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位未満は

四捨五入してあります。
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（参考情報）
◯総経費率

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数
で除した総経費率（年率）は1.82％です。

総経費率
1.82％

当ファンド
1.82％
当ファンド
1.82％

運用管理費用
（投信会社）
0.82％

運用管理費用
（投信会社）
0.82％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.15％

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近5年間の基準価額等の推移 � （2021年3月22日～2026年3月23日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）当ファンドの設定日は2024年10月21日です。

2024年10月21日 2025年3月21日 2026年3月23日
設定日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10,000 9,449 14,442
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 50
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 5.5 53.4
純資産総額� （百万円） 245 1,447 2,645

（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切り捨てて表示しております。
（注）騰落率は1年前の決算応当日との比較です。ただし、設定日の基準価額は当初設定時の金額、純資産総額は当初設定元本総額を表示しており、2025年3月

21日の騰落率は設定日との比較です。

●ベンチマークおよび参考指数に関して
当ファンドはベンチマークおよび参考指数を設定していないため、掲載しておりません。
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投資環境 � （2025年9月23日～2026年3月23日）

【株式市場】
世界の株式市場は、前期末比で若干の上昇となりました(米ドルベース)。

2026年2月末にかけては、おおむね堅調に推移しました。人工知能(AI)の需要の堅調さを背景とした
米国ハイテク株の上昇や、米国の利下げ期待、回復基調のユーロ圏景気などが株価を押し上げました。
しかし3月以降は、米国とイスラエルによるイランへの軍事攻撃を受けて投資家のリスク回避姿勢が強
まり、下落しました。

【為替市場】
前期末比で円安米ドル高となりました。

2026年1月中旬にかけては、高市政権の財政運営が拡張的になるとの懸念や政府・日本銀行(日銀)
による為替介入観測の後退を背景に円安米ドル高が進みました。その後は、日米当局による協調介入へ
の警戒感が強まったことや高市政権による安定した政権運営への期待から、円高米ドル安となる局面が
ありました。2月半ば以降は、米国景気の底堅さが意識され利下げ観測が後退したことや、中東情勢の
緊迫化を背景に安全資産としての米ドルの需要が高まったことから、再び円安米ドル高に推移しました。

当ファンドのポートフォリオ � （2025年9月23日～2026年3月23日）

【当ファンド】
当ファンドは、アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンド(以下「マザーファンド」

ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として世界各国(日本および新興国を含みます。)
の株式に投資することにより信託財産の成長を目指します。実質外貨建て資産については、原則として
為替ヘッジを行いません。

当ファンドは引き続き、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。

【マザーファンド】
トップダウンによるテーマ分析とボトムアップによるファンダメンタル分析の融合により、イノベー

ションが創出する成長機会を発掘し、加速度的な利益成長が期待される世界各国(日本および新興国を
含みます。)の高成長企業に投資します。

5

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（年2回決算型）

交付_90039_112411_112412_20260323_再校_アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信_1099702.indd   5交付_90039_112411_112412_20260323_再校_アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信_1099702.indd   5 2026/04/16   9:23:232026/04/16   9:23:23



運用にあたっては、イノベーションの成長サイクル「S字カーブ」において、最も成長が加速する時
期(急成長期)に着目して投資テーマを選定し、投資テーマから、緻密なファンダメンタル分析に基づき、
加速度的な利益成長が期待される高成長企業の選別を継続して行いました。

その結果、セクター配分においては、情報技術セクターや資本財・サービス・セクターが上位となり
ました。国別配分においては、アメリカが上位となりました。

＜マザーファンドのセクター別組入比率＞

前期末(2025年9月22日現在) 当期末(2026年3月23日現在)
セクター 比率

情報技術 47.3％
資本財・サービス 18.0％
コミュニケーション・サービス 10.6％
一般消費財・サービス 8.2％
ヘルスケア 7.4％
その他 6.0％
現金等 2.5％

➡

セクター 比率
情報技術 42.4％
資本財・サービス 27.9％
ヘルスケア 8.2％
コミュニケーション・サービス 7.7％
一般消費財・サービス 4.5％
その他 7.4％
現金等 1.9％

＜マザーファンドの国別組入比率＞

前期末(2025年9月22日現在) 当期末(2026年3月23日現在)
国 比率

アメリカ 70.9％
日本 4.0％
中国 3.9％
台湾 3.3％
カナダ 2.5％
その他 12.8％
現金等 2.5％

➡

国 比率
アメリカ 69.4％
日本 5.4％
韓国 4.1％
中国 3.9％
台湾 2.5％
その他 12.7％
現金等 1.9％

（注）�組入比率はアライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard (GICS)の分類で区分しています。
（注）国別配分は、発行体の国籍や事業基盤等を考慮して区分しています。

個別銘柄では、キャタピラー(資本財・サービス)、ネットフリックス(コミュニケーション・サービス)
などを買い増しました。一方、エヌビディア(情報技術)、ラムリサーチ(情報技術)などを一部売却し
ました。

株式の組入比率は、期を通じて高い水準を維持しました。
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当ファンドのベンチマークとの差異 � （2025年9月23日～2026年3月23日）
当ファンドは、ベンチマークおよび参考指数を設け

ておりません。

分配金 � （2025年9月23日～2026年3月23日）
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、25円(1万

口当たり、税込み)としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運
用の基本方針」に基づいて運用を行います。

○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第３期

2025年９月23日～
2026年３月23日

当期分配金 25
（対基準価額比率） 0.173％

当期の収益 25
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 4,441
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
（注）上記表は、経費控除後の数値です。

基準価額

基準価額（騰落率）
（％）

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

第3期
2026/3/23

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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今後の運用方針

【当ファンド】
引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。

【マザーファンド】
ごく一部の超大型ハイテク企業が市場のパフォーマンスに大きな影響を与えている状況について多く

議論されていますが、成長曲線における転換点をもたらす構造的なトレンドを捉える投資機会は、超大
型ハイテク企業以外にも世界中に存在していると考えています。足もとでは、市場が超大型ハイテク企
業への一極集中から、より広範な銘柄へ投資対象を分散させる動きがみられます。

2026年は「AIバブル」の概念とは対照的に、キャパシティ拡大のためのAI設備投資の増加が見込ま
れます。これはハイパースケーラーの収益成長の加速を後押しし、ひいては幅広い業界において端末へ
のAI導入を促進することが予想されます。また、2026年はエッジAIの年になると考えています。世界
の超大型ハイテク企業間ではAI競争が激化するとともに、AIの活用はテクノロジー分野を超えて広がり、
これをうまく活用できるかどうかが将来の競争での重要な差別化要因になるとみています。特に、製造、
物流、メディア、小売、ヘルスケア、防衛産業はAIの導入によって大きな恩恵を受けると考えています。
また、AIに必要なデータセンターと電力インフラの不足に焦点を当てており、この分野では不足を補う
ためあらゆる代替案が検討されています。テクノロジー業界では、次世代のネットワーキングおよび通
信機器プロバイダーや、カスタムコンピューティングおよび次世代の省エネチップ設計に製品を提供す
る企業などが恩恵を受けるとみています。また、公益事業の設備投資が活発になるとみており、電力網
の強化に関連する企業、燃料電池などの代替エネルギーを提供する企業などは恩恵を受けるとみていま
す。そして、自動化とモノのインターネット(IoT)は注目すべき分野であると考えています。さらに、
航空宇宙および防衛産業を、持続的な成長と資本増価の機会をもたらす次のフロンティアととらえ、新
たなテーマとします。背景には、地政学的紛争の激化と技術革新があります。

テクノロジーやAIだけでなく、多くの業界は、イノベーション・サイクルの初期段階にありますが、
すべてのイノベーションが投資の成功をもたらすわけではありません。勝者と敗者を見極めてリターン
を生み出すためには、ファンダメンタル分析とポートフォリオのリスク管理が重要だと考えます。

当ファンドでは、急速に変化する世界において、社会に劇的な変化をもたらすイノベーションのリー
ダー企業に投資することにより、優れた投資リターンの実現を目指します。

※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。
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お知らせ
該当事項はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類
信 託 期 間 2045年9月20日まで(信託設定日：2024年10月21日)

運 用 方 針 アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンド受益証券への投資を通じて、信託財産の成長をめ
ざして積極的な運用を行います。

主要投資対象

アライアンス・バーンスタイン・�
世界高成長株投信（年2回決算型）

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンドの受益証券を主要投
資対象とします。

アライアンス・バーンスタイン・�
世界高成長株マザーファンド 世界の金融商品取引所に上場されている株式を主要投資対象とします。

運 用 方 法

①�主として世界各国(日本および新興国を含みます。)の金融商品取引所に上場されている株式に投資することに
より、長期的な信託財産の成長を目指します。

②�トップダウンによるテーマ分析とボトムアップによるファンダメンタル分析の融合により、イノベーションが
創出する成長機会を発掘し、加速度的な利益成長が期待される高成長企業への分散投資を行います。

③�実質的な組入外貨建資産については、為替ヘッジを行いません。
④�マザーファンドの運用は、アライアンス・バーンスタインのグループ会社に委託します。
⑤�ファミリーファンド方式で運用を行います。

分 配 方 針

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を行います。
①�分配対象額の範囲は、経費控除後の利子・配当等収益および売買益(評価益を含みます。)等の全額とします。
②�分配金額は、委託会社が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合

等には、分配を行わないこともあります。
③�留保益の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」および「運用方法」に基づいて運用を行います。

追加型投信／内外／株式
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（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）

-40

-20

0

20

40

60

80

100

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2021年3月末～2026年2月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 55.5 50.5 59.8 62.7 0.6 15.3 24.5
最小値 28.6 △ 7.1 △ 5.8 △ 9.7 △ 6.9 △ 6.1 △ 2.7
平均値 37.9 17.5 23.9 15.5 △ 2.5 5.3 9.5

（注）上記グラフは、当ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて、2021年3月～2026年2月の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の最大・
最小・平均を表示し、定量的に比較できるように作成したものです。なお、すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。

（注）当ファンドの年間騰落率は分配金再投資基準価額に基づき計算した騰落率ですので、実際の基準価額に基づき計算した年間騰落率とは異なる場合
があります。

（注）当ファンドにつきましては、2025年10月以降の年間騰落率を用いています。

《各資産クラスの指数》
日 本 株……TOPIX（東証株価指数、配当込み）
先進国株……MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株……MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債……NOMURA － BPI国債
先進国債……FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債……JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、P25の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2026年3月23日現在）

○組入ファンド
銘 柄 名 第3期末

％
アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンド 100.0

組入銘柄数 1銘柄
（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

親投資信託受益証券
100.0％

親投資信託受益証券
100.0％

その他
0.0％

○国別配分

日本
100.0％
日本
100.0％

その他
0.0％

○通貨別配分

円
100.0％
円

100.0％

その他
0.0％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。

純資産等

項 目 第3期末
2026年3月23日

純 資 産 総 額 2,645,543,877円
受 益 権 総 口 数 1,831,868,806口
1万口当たり基準価額 14,442円

（注）期中における追加設定元本額は193,891,733円、同一部解約元本額は126,506,458円です。
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アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（隔月決算・予想分配金提示型）
運用経過

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（隔月決算・予想分配金提示型）(以下「当ファ
ンド」ということがあります。)の運用状況をご報告いたします。

作成期間中の基準価額等の推移 � （2025年9月23日～2026年3月23日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2025/9/22 2025/11/20 2026/1/20 2026/3/23

第 6 期首：11,948円
第 8 期末：12,809円（既払分配金（税込み）：900円）
騰 落 率： 14.8％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年9月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

○基準価額等の推移
基準価額(分配金(税込み)再投資)は、前作成期末比で上昇しました。

○基準価額の主な変動要因

上昇要因
・情報技術関連や資本財・サービス関連の保有銘柄の価格上昇
・円安米ドル高となったこと

下落要因
・一般消費財・サービス関連の保有銘柄の価格下落

12

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（隔月決算・予想分配金提示型）

交付_90039_112411_112412_20260323_再校_アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信_1099702.indd   12交付_90039_112411_112412_20260323_再校_アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信_1099702.indd   12 2026/04/16   9:23:232026/04/16   9:23:23



１万口当たりの費用明細 � （2025年9月23日～2026年3月23日）

項 目 第６期～第８期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 109 0.838 （a）�信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 54） （0.411） 委託した資金の運用、基準価額の発表等の対価

（ 販 売 会 社 ） （ 54） （0.411） 購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の提供等、口座内でのファ
ンドの管理および事務手続き等の対価

（ 受 託 会 社 ） （  2） （0.015）    運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4 0.033 （b）�売買委託手数料＝作成期間中の売買委託手数料÷作成期間中の平均受益
権口数

（ 株 　 式 ） （  4） （0.032） 売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払う手数料

（ 投 資 信 託 証 券 ） （  0） （0.001）

（c） 有 価 証 券 取 引 税 4 0.030 （c）�有価証券取引税＝作成期間中の有価証券取引税÷作成期間中の平均受益
権口数

（ 株 　 式 ） （  4） （0.030） 有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（d） そ の 他 費 用 10 0.076 （d）�その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数

（ 保 管 費 用 ） （  4） （0.029） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資
金の送金・資産の移転等に要する費用

（ そ の 他 ） （  6） （0.047） その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財産に関
する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事務に係る費用、
計理業務関係費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・提供等およ
び届出に係る費用等

合 計 127 0.977

作成期間中の平均基準価額は、13,026円です。
（注）作成期間中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。
（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。
（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含み

ます。
（注）各比率は、1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位

未満は四捨五入してあります。
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（参考情報）
◯総経費率

作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料お
よび有価証券取引税を除く。）を作成対象期間の平均受益権口数に作成対象期間の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.82％です。

総経費率
1.82％

当ファンド
1.82％
当ファンド
1.82％

運用管理費用
（投信会社）
0.82％

運用管理費用
（投信会社）
0.82％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.15％

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

14

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（隔月決算・予想分配金提示型）

交付_90039_112411_112412_20260323_再校_アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信_1099702.indd   14交付_90039_112411_112412_20260323_再校_アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信_1099702.indd   14 2026/04/16   9:23:242026/04/16   9:23:24



最近5年間の基準価額等の推移 � （2021年3月22日～2026年3月23日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）

4,000

6,000

8,000
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14,000
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18,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）当ファンドの設定日は2024年10月21日です。

2024年10月21日 2025年3月21日 2026年3月23日
設定日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10,000 9,351 12,809
期間分配金合計（税込み） （円） － 100 1,400
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 5.6 53.1
純資産総額� （百万円） 290 1,875 2,541

（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切り捨てて表示しております。
（注）騰落率は1年前の決算応当日との比較です。ただし、設定日の基準価額は当初設定時の金額、純資産総額は当初設定元本総額を表示しており、2025年3月

21日の騰落率は設定日との比較です。

●ベンチマークおよび参考指数に関して
当ファンドはベンチマークおよび参考指数を設定していないため、掲載しておりません。
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投資環境 � （2025年9月23日～2026年3月23日）

【株式市場】
世界の株式市場は、前作成期末比で若干の上昇となりました(米ドルベース)。

2026年2月末にかけては、おおむね堅調に推移しました。人工知能(AI)の需要の堅調さを背景とした
米国ハイテク株の上昇や、米国の利下げ期待、回復基調のユーロ圏景気などが株価を押し上げました。
しかし3月以降は、米国とイスラエルによるイランへの軍事攻撃を受けて投資家のリスク回避姿勢が強
まり、下落しました。

【為替市場】
前作成期末比で円安米ドル高となりました。

2026年1月中旬にかけては、高市政権の財政運営が拡張的になるとの懸念や政府・日本銀行(日銀)に
よる為替介入観測の後退を背景に、円安米ドル高が進みました。その後は、日米当局による協調介入へ
の警戒感が強まったことや高市政権による安定した政権運営への期待から、円高米ドル安となる局面が
ありました。2月半ば以降は、米国景気の底堅さが意識され利下げ観測が後退したことや、中東情勢の
緊迫化を背景に安全資産としての米ドルの需要が高まったことから、再び円安米ドル高に推移しました。

当ファンドのポートフォリオ � （2025年9月23日～2026年3月23日）

【当ファンド】
当ファンドは、アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンド(以下「マザーファンド」

ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として世界各国(日本および新興国を含みます。)
の株式に投資することにより信託財産の成長を目指します。実質外貨建て資産については、原則として
為替ヘッジを行いません。

当ファンドは引き続き、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。

【マザーファンド】
トップダウンによるテーマ分析とボトムアップによるファンダメンタル分析の融合により、イノベー

ションが創出する成長機会を発掘し、加速度的な利益成長が期待される世界各国(日本および新興国を
含みます。)の高成長企業に投資します。
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運用にあたっては、イノベーションの成長サイクル「S字カーブ」において、最も成長が加速する時
期(急成長期)に着目して投資テーマを選定し、投資テーマから、緻密なファンダメンタル分析に基づき、
加速度的な利益成長が期待される高成長企業の選別を継続して行いました。

その結果、セクター配分においては、情報技術セクターや資本財・サービス・セクターが上位となり
ました。国別配分においては、アメリカが上位となりました。

＜マザーファンドのセクター別組入比率＞

前作成期末(2025年9月22日現在) 当作成期末(2026年3月23日現在)
セクター 比率

情報技術 47.3％
資本財・サービス 18.0％
コミュニケーション・サービス 10.6％
一般消費財・サービス 8.2％
ヘルスケア 7.4％
その他 6.0％
現金等 2.5％

➡

セクター 比率
情報技術 42.4％
資本財・サービス 27.9％
ヘルスケア 8.2％
コミュニケーション・サービス 7.7％
一般消費財・サービス 4.5％
その他 7.4％
現金等 1.9％

＜マザーファンドの国別組入比率＞

前作成期末(2025年9月22日現在) 当作成期末(2026年3月23日現在)
国 比率

アメリカ 70.9％
日本 4.0％
中国 3.9％
台湾 3.3％
カナダ 2.5％
その他 12.8％
現金等 2.5％

➡

国 比率
アメリカ 69.4％
日本 5.4％
韓国 4.1％
中国 3.9％
台湾 2.5％
その他 12.7％
現金等 1.9％

（注）�組入比率はアライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard (GICS)の分類で区分しています。
（注）国別配分は、発行体の国籍や事業基盤等を考慮して区分しています。

個別銘柄では、キャタピラー(資本財・サービス)、ネットフリックス(コミュニケーション・サービス)
などを買い増しました。一方、エヌビディア(情報技術)、ラムリサーチ(情報技術)などを一部売却し
ました。

株式の組入比率は、当作成期を通じて高い水準を維持しました。
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当ファンドのベンチマークとの差異 � （2025年9月23日～2026年3月23日）
当ファンドは、ベンチマークおよび参考指数を設け

ておりません。

分配金 � （2025年9月23日～2026年3月23日）
当作成期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、決定し

ました。各決算期の分配金については、以下をご覧ください(当作成期間合計：900円)。なお、収益分
配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。

○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第６期 第７期 第８期

2025年９月23日～
2025年11月20日

2025年11月21日～
2026年１月20日

2026年１月21日～
2026年３月23日

当期分配金 300 300 300
（対基準価額比率） 2.366％ 2.147％ 2.289％

当期の収益 300 300 －
当期の収益以外 － － 300

翌期繰越分配対象額 2,379 3,674 3,116
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
（注）上記表は、経費控除後の数値です。

基準価額

基準価額（期別騰落率）
（％）

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

第6期
2025/11/20

第7期
2026/1/20

第8期
2026/3/23

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

18

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信（隔月決算・予想分配金提示型）

交付_90039_112411_112412_20260323_再校_アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信_1099702.indd   18交付_90039_112411_112412_20260323_再校_アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株投信_1099702.indd   18 2026/04/16   9:23:242026/04/16   9:23:24



今後の運用方針

【当ファンド】
引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。

【マザーファンド】
ごく一部の超大型ハイテク企業が市場のパフォーマンスに大きな影響を与えている状況について多く

議論されていますが、成長曲線における転換点をもたらす構造的なトレンドを捉える投資機会は、超大
型ハイテク企業以外にも世界中に存在していると考えています。足もとでは、市場が超大型ハイテク企
業への一極集中から、より広範な銘柄へ投資対象を分散させる動きがみられます。

2026年は「AIバブル」の概念とは対照的に、キャパシティ拡大のためのAI設備投資の増加が見込ま
れます。これはハイパースケーラーの収益成長の加速を後押しし、ひいては幅広い業界において端末へ
のAI導入を促進することが予想されます。また、2026年はエッジAIの年になると考えています。世界
の超大型ハイテク企業間ではAI競争が激化するとともに、AIの活用はテクノロジー分野を超えて広がり、
これをうまく活用できるかどうかが将来の競争での重要な差別化要因になるとみています。特に、製造、
物流、メディア、小売、ヘルスケア、防衛産業はAIの導入によって大きな恩恵を受けると考えています。
また、AIに必要なデータセンターと電力インフラの不足に焦点を当てており、この分野では不足を補う
ためあらゆる代替案が検討されています。テクノロジー業界では、次世代のネットワーキングおよび通
信機器プロバイダーや、カスタムコンピューティングおよび次世代の省エネチップ設計に製品を提供す
る企業などが恩恵を受けるとみています。また、公益事業の設備投資が活発になるとみており、電力網
の強化に関連する企業、燃料電池などの代替エネルギーを提供する企業などは恩恵を受けるとみていま
す。そして、自動化とモノのインターネット(IoT)は注目すべき分野であると考えています。さらに、
航空宇宙および防衛産業を、持続的な成長と資本増価の機会をもたらす次のフロンティアととらえ、新
たなテーマとします。背景には、地政学的紛争の激化と技術革新があります。

テクノロジーやAIだけでなく、多くの業界は、イノベーション・サイクルの初期段階にありますが、
すべてのイノベーションが投資の成功をもたらすわけではありません。勝者と敗者を見極めてリターン
を生み出すためには、ファンダメンタル分析とポートフォリオのリスク管理が重要だと考えます。

当ファンドでは、急速に変化する世界において、社会に劇的な変化をもたらすイノベーションのリー
ダー企業に投資することにより、優れた投資リターンの実現を目指します。

※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。
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お知らせ
該当事項はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類
信 託 期 間 2045年9月20日まで(信託設定日：2024年10月21日)

運 用 方 針 アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンド受益証券への投資を通じて、信託財産の成長をめ
ざして積極的な運用を行います。

主要投資対象

アライアンス・バーンスタイン・�
世界高成長株投信（隔月決算・
予想分配金提示型）

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンドの受益証券を主要投
資対象とします。

アライアンス・バーンスタイン・�
世界高成長株マザーファンド 世界の金融商品取引所に上場されている株式を主要投資対象とします。

運 用 方 法

①�主として世界各国(日本および新興国を含みます。)の金融商品取引所に上場されている株式に投資することに
より、長期的な信託財産の成長を目指します。

②�トップダウンによるテーマ分析とボトムアップによるファンダメンタル分析の融合により、イノベーションが
創出する成長機会を発掘し、加速度的な利益成長が期待される高成長企業への分散投資を行います。

③�実質的な組入外貨建資産については、為替ヘッジを行いません。
④�マザーファンドの運用は、アライアンス・バーンスタインのグループ会社に委託します。
⑤�ファミリーファンド方式で運用を行います。

分 配 方 針

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を行います。
①�分配対象額の範囲は、経費控除後の利子・配当等収益および売買益(評価益を含みます。)等の全額とします。
②�分配金額は、委託会社が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合

等には、分配を行わないこともあります。
③�留保益の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」および「運用方法」に基づいて運用を行います。

追加型投信／内外／株式
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（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2021年3月末～2026年2月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 54.5 50.5 59.8 62.7 0.6 15.3 24.5
最小値 27.8 △ 7.1 △ 5.8 △ 9.7 △ 6.9 △ 6.1 △ 2.7
平均値 37.2 17.5 23.9 15.5 △ 2.5 5.3 9.5

（注）上記グラフは、当ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて、2021年3月～2026年2月の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の最大・
最小・平均を表示し、定量的に比較できるように作成したものです。なお、すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。

（注）当ファンドの年間騰落率は分配金再投資基準価額に基づき計算した騰落率ですので、実際の基準価額に基づき計算した年間騰落率とは異なる場合
があります。

（注）当ファンドにつきましては、2025年10月以降の年間騰落率を用いています。

《各資産クラスの指数》
日 本 株……TOPIX（東証株価指数、配当込み）
先進国株……MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株……MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債……NOMURA － BPI国債
先進国債……FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債……JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、P25の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2026年3月23日現在）

○組入ファンド
銘 柄 名 第8期末

％
アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンド 100.0

組入銘柄数 1銘柄
（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

親投資信託受益証券
100.0％

親投資信託受益証券
100.0％

その他
0.0％

○国別配分

日本
100.0％
日本
100.0％

その他
0.0％

○通貨別配分

円
100.0％
円

100.0％

その他
0.0％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。

純資産等

項 目 第6期末 第7期末 第8期末
2025年11月20日 2026年1月20日 2026年3月23日

純 資 産 総 額 2,334,238,186円 2,613,727,168円 2,541,173,688円
受 益 権 総 口 数 1,885,614,764口 1,911,351,067口 1,983,859,626口
1万口当たり基準価額 12,379円 13,675円 12,809円

（注）当作成期間（第6期～第8期）中における追加設定元本額は182,470,684円、同一部解約元本額は285,403,845円です。
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組入ファンドの概要

アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンド
当マザーファンドの当計算期間の運用経過等については、「運用報告書（全体版）」をご覧ください。運用報告書（全体版）の入手方法は、表紙ページの一番下の段に記載しております。

（円）

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

期首 当期末2025/9 2025/10 2025/11 2025/12 2026/1 2026/2

（2025年9月23日～2026年3月23日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2025年９月23日～2026年3月23日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 5 0.033

（ 株 　 式 ） （ 5） （0.033）
（ 投 資 信 託 証 券 ） （ 0） （0.001）

（b） 有 価 証 券 取 引 税 4 0.030
（ 株 　 式 ） （ 4） （0.030）

（c） そ の 他 費 用 4 0.02９
（ 保 管 費 用 ） （ 4） （0.02９）
（ そ の 他 ） （ 0） （0.000）

合 計 13 0.0９2
期中の平均基準価額は、14,370円です。

（注）上記項目の概要につきましては、運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）期中の費用（消費税等の課されるものは消費税相当額を含めて表示）は、

追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し
た結果です。

（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均
基準価額は円未満切り捨て。

（注）各比率は、1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）
を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数
第3位未満は四捨五入してあります。

【組入上位10銘柄】
（2026年3月23日現在）

銘 柄 名 業 種 / 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比率
％

1 NVIDIA CORP 半導体・半導体製造装置 米ドル アメリカ 3.5
2 BROADCOM INC 半導体・半導体製造装置 米ドル アメリカ 2.7
3 TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFAC 半導体・半導体製造装置 新台湾ドル 台湾 2.5
4 SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD テクノロジー・ハードウェアおよび機器 韓国ウォン 韓国 2.0
5 ALPHABET INC-CL A メディア・娯楽 米ドル アメリカ 1.8
6 TESLA INC 自動車・自動車部品 米ドル アメリカ 1.5
7 CATERPILLAR INC 資本財 米ドル アメリカ 1.5
8 NETFLIX INC メディア・娯楽 米ドル アメリカ 1.4
9 LAM RESEARCH CORP 半導体・半導体製造装置 米ドル アメリカ 1.3
10 L3HARRIS TECHNOLOGIES INC 資本財 米ドル アメリカ 1.3

組入銘柄数 116銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しております。
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【資産別配分】

外国株式
91.9％
外国株式
91.9％

国内株式
5.4％

外国投資証券
0.8％

その他
1.9％

【国別配分】

アメリカ
68.0％

アメリカ
68.0％日本

5.4％

韓国
4.1％

台湾
2.5％

ケイマン諸島
2.4％

カナダ
2.1％

中国 2.0％
その他
13.4％

【通貨別配分】

米ドル
73.9％
米ドル
73.9％

円
5.4％

韓国ウォン
4.1％

ユーロ
2.9％

新台湾ドル
2.5％

香港ドル
2.4％

スウェーデンクローナ 2.3％
その他
6.5％

（注）比率は当マザーファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。
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アライアンス・バーンスタイン・世界高成長株マザーファンド
当マザーファンドの当計算期間の運用経過等については、「運用報告書（全体版）」をご覧ください。運用報告書（全体版）の入手方法は、表紙ページの一番下の段に記載しております。

（円）

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

期首 当期末2025/9 2025/10 2025/11 2025/12 2026/1 2026/2

（2025年9月23日～2026年3月23日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2025年９月23日～2026年3月23日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 5 0.033

（ 株 　 式 ） （ 5） （0.033）
（ 投 資 信 託 証 券 ） （ 0） （0.001）

（b） 有 価 証 券 取 引 税 4 0.030
（ 株 　 式 ） （ 4） （0.030）

（c） そ の 他 費 用 4 0.02９
（ 保 管 費 用 ） （ 4） （0.02９）
（ そ の 他 ） （ 0） （0.000）

合 計 13 0.0９2
期中の平均基準価額は、14,370円です。

（注）上記項目の概要につきましては、運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）期中の費用（消費税等の課されるものは消費税相当額を含めて表示）は、

追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し
た結果です。

（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均
基準価額は円未満切り捨て。

（注）各比率は、1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）
を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数
第3位未満は四捨五入してあります。

【組入上位10銘柄】
（2026年3月23日現在）

銘 柄 名 業 種 / 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比率
％

1 NVIDIA CORP 半導体・半導体製造装置 米ドル アメリカ 3.5
2 BROADCOM INC 半導体・半導体製造装置 米ドル アメリカ 2.7
3 TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFAC 半導体・半導体製造装置 新台湾ドル 台湾 2.5
4 SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD テクノロジー・ハードウェアおよび機器 韓国ウォン 韓国 2.0
5 ALPHABET INC-CL A メディア・娯楽 米ドル アメリカ 1.8
6 TESLA INC 自動車・自動車部品 米ドル アメリカ 1.5
7 CATERPILLAR INC 資本財 米ドル アメリカ 1.5
8 NETFLIX INC メディア・娯楽 米ドル アメリカ 1.4
9 LAM RESEARCH CORP 半導体・半導体製造装置 米ドル アメリカ 1.3
10 L3HARRIS TECHNOLOGIES INC 資本財 米ドル アメリカ 1.3

組入銘柄数 116銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しております。
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【資産別配分】

外国株式
91.9％
外国株式
91.9％

国内株式
5.4％

外国投資証券
0.8％

その他
1.9％

【国別配分】

アメリカ
68.0％

アメリカ
68.0％日本

5.4％

韓国
4.1％

台湾
2.5％

ケイマン諸島
2.4％

カナダ
2.1％

中国 2.0％
その他
13.4％

【通貨別配分】

米ドル
73.9％
米ドル
73.9％

円
5.4％

韓国ウォン
4.1％

ユーロ
2.9％

新台湾ドル
2.5％

香港ドル
2.4％

スウェーデンクローナ 2.3％
その他
6.5％

（注）比率は当マザーファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。
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＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞

○TOPIX（東証株価指数、配当込み）
TOPIX（東証株価指数、配当込み）は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社が算出し公
表する、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマー
クで、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は株式会社
ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。

○MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進
国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財
産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新
興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的
財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○NOMURA － BPI国債
NOMURA － BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が発表している日
本の国債市場の動向を的確に表すために開発された投資収益指数です。なお、NOMURA － BPI国債に関する
著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株
式会社に帰属します。

○FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除
く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、FTSE世界国債インデッ
クスに関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

○JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファ
イド（円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国
債を対象にした指数です。なお、JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッ
ツ・グローバル・ダイバーシファイドに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan 
Securities LLCに帰属します。
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